
(57)【要約】

【課題】良好なコントラストと視認性を得ることのでき

る液晶表示装置を提供すること。

【解決手段】視認側からの積層順における第１層と第２

層、第３層と第４層をそれぞれ光学補償可能に組み合わ

せる際に、第１層乃至第４層のうちのいずれか１層を位

相差フィルム８で構成し、他の３層をそれぞれ一対の透

明基板１、１間に液晶を封止して所望の情報を表示可能

とされた液晶セル２、３、６で構成する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
視 認 側 か ら の 積 層 順 に お け る 第 １ 層 と 第 ２ 層 、 第 ３ 層 と 第 ４ 層 を そ れ ぞ れ 光 学 補 償 可 能 に
組 み 合 わ せ て な り 、
　 前 記 第 １ 層 乃 至 第 ４ 層 の う ち の い ず れ か １ 層 を 位 相 差 フ ィ ル ム で 構 成 し 、 他 の ３ 層 を そ
れ ぞ れ 一 対 の 透 明 基 板 間 に 液 晶 を 封 止 し て 所 望 の 情 報 を 表 示 可 能 と さ れ た 液 晶 セ ル で 構 成
す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 ２ 層 の 反 視 認 側 に 配 設 さ れ る 配 向 軸 と 、 第 ３ 層 の 視 認 側 に 配 設 さ れ る 配 向 軸 と の 公
差 角 が 、 ９ ０ ° ± １ ０ ° と な る よ う に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 層 の 視 認 側 お よ び 第 ４ 層 の 反 視 認 側 に は そ れ ぞ れ 偏 光 板 が 配 設 さ れ て お り 、
　 前 記 位 相 差 フ ィ ル ム は 前 記 第 １ 層 あ る い は 第 ４ 層 を 構 成 し 、 隣 位 に 配 設 さ れ た 前 記 偏 光
板 と 一 体 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 表 示 用 の 液 晶 セ ル の 着 色 を 色 補 償 す る 構 成 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 ２ 枚 の 液 晶 セ ル を 積 層 さ せ 、 一 方 の 液 晶 セ ル を 表 示 用 に 駆 動 さ せ て 表 示 パ ネ
ル と し て 用 い 、 他 方 の 液 晶 セ ル は 背 景 の 着 色 化 現 象 を 複 屈 折 効 果 の 補 償 に よ り 解 消 す る た
め の 補 償 パ ネ ル と し て 用 い る よ う に 構 成 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 が 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト パ ネ ル や ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム 等 の 車 載 用 機 器 の デ ィ ス プ レ
イ よ う に 、 フ ル ド ッ ト 表 示 で は な い セ グ メ ン ト 、 ア イ コ ン 、 キ ャ ラ ク タ ド ッ ト な ど の 複 数
の 表 示 パ タ ー ン 、 例 え ば 、 図 ６ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） を デ ィ ス プ レ イ 内 の 限 ら れ た 領 域 に 表
示 す る こ と が 求 め ら れ る 場 合 に は 、 積 層 さ れ た ２ 枚 の 液 晶 セ ル に そ れ ぞ れ 、 図 ６ （ ａ ） お
よ び （ ｂ ） の 表 示 パ タ ー ン の 表 示 を 可 能 と す る 電 極 パ タ ー ン を 設 け 、 ２ 枚 の 液 晶 セ ル を と
も に 表 示 パ ネ ル と し て 駆 動 さ せ て 、 実 質 的 な 表 示 領 域 を 拡 張 す る 構 成 の 液 晶 表 示 装 置 （ 以
下 、 表 示 パ ネ ル を ２ 層 に 積 層 さ せ た 構 成 の 液 晶 表 示 装 置 を ダ ブ ル ア ク テ ィ ブ 法 の 液 晶 表 示
装 置 と い う ） が 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ７ は 、 ダ ブ ル ア ク テ ィ ブ 法 の 液 晶 表 示 装 置 の 要 部 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 こ の 図 ７
に 示 す よ う に 、 ダ ブ ル ア ク テ ィ ブ 法 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 対 向 面 に そ れ ぞ れ 電 極 が 形 成 さ れ
た ２ 枚 の 透 明 基 板 １ 、 １ 間 に 液 晶 （ 図 示 せ ず ） を 封 止 し た 液 晶 セ ル ２ と 、 対 向 面 に そ れ ぞ
れ 電 極 が 形 成 さ れ た ２ 枚 の 透 明 基 板 １ 、 １ 間 に 前 記 液 晶 セ ル ２ の 液 晶 に 対 し て 逆 ツ イ ス ト
の 液 晶 か ら な る 液 晶 （ 図 示 せ ず ） を 封 止 し た 液 晶 セ ル ３ と を 積 層 し 、 貼 付 部 材 ４ で 固 定 し
て 一 対 と し 、 こ の 一 対 と さ れ た 両 液 晶 セ ル ２ 、 ３ の 視 認 側 、 反 視 認 側 に そ れ ぞ れ 第 １ 偏 光
板 ５ ａ 、 第 ２ 偏 光 板 ５ ｂ を 配 設 し た 構 成 と さ れ て い る 。 こ の と き 、 両 液 晶 セ ル ２ 、 ３ は 、
互 い に 表 示 用 の 液 晶 パ ネ ル 、 光 学 補 償 用 の 液 晶 パ ネ ル （ 以 下 、 光 学 補 償 パ ネ ル い う ） の 機
能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 さ ら に 多 く の 表 示 パ タ ー ン 、 例 え ば 、 図 ６ （ ｃ ） を デ ィ ス プ レ イ 内 の 限 ら れ た
領 域 に 表 示 す る こ と が 求 め ら れ る 場 合 に は 、 前 述 の ダ ブ ル ア ク テ ィ ブ 法 の 液 晶 表 示 装 置 と
同 様 に 、 ３ 枚 の 液 晶 セ ル に そ れ ぞ れ 、 図 ６ （ ａ ） 乃 至 図 ６ （ ｃ ） の 電 極 パ タ ー ン を 設 け 、
前 記 ３ 枚 の 液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ を 積 層 す る と と も に 、 そ れ ぞ れ を 表 示 パ ネ ル と し て 駆 動 さ
せ て 、 実 質 的 な 表 示 領 域 を さ ら に 拡 張 す る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 こ の 場 合 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ３ 枚 の 液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ の う ち の ２ 枚 の 表 示 パ ネ ル （
便 宜 的 に 、 積 層 さ れ た 順 に 上 層 か ら 第 １ の 液 晶 セ ル ２ 、 第 ２ の 液 晶 セ ル ３ と す る ） に つ い
て は 、 前 述 の ダ ブ ル ア ク テ ィ ブ 法 の 液 晶 表 示 装 置 と 同 様 に 構 成 し 、 互 い に 表 示 パ ネ ル お よ
び 光 学 補 償 パ ネ ル と し て 機 能 さ せ る こ と で 、 背 景 の 着 色 化 現 象 を 解 消 さ せ る こ と が で き る
が 、 残 り の １ 枚 の 液 晶 セ ル （ 便 宜 的 に 、 ３ 層 目 に 積 層 さ れ た ３ 枚 目 の 液 晶 セ ル を 第 ３ の 液
晶 セ ル ６ と す る ） に つ い て は 、 補 償 機 能 を 有 す る 対 の 液 晶 セ ル が 存 在 し な い 。 そ こ で 、 こ
の 第 ３ の 液 晶 セ ル ６ に つ い て も 背 景 の 着 色 化 現 象 を 解 消 す る べ く 、 対 と な る １ 枚 の 光 学 補
償 用 の 液 晶 セ ル ７ を 加 え て 、 合 計 ４ 枚 の 液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ 、 ７ を ２ 枚 ず つ を 対 に し て ２
組 積 層 し た 構 成 と す る 必 要 が あ る （ な お 、 図 ８ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 に お い て も 、 第 １ の 液
晶 セ ル ２ お よ び 光 学 補 償 パ ネ ル ７ の 視 認 側 、 反 視 認 側 に そ れ ぞ れ 第 １ 偏 光 板 ５ ａ 、 第 ２ 偏
光 板 ５ ｂ を 配 設 し た ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ２ ２ ８ ４ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う に ４ 層 に 液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ 、 ７ を 積 層 さ せ た 構 成 を 有 す る 液
晶 表 示 装 置 は 、 前 述 し た ダ ブ ル ア ク テ ィ ブ 法 の 液 晶 表 示 装 置 と 比 べ て 、 積 層 さ れ た 液 晶 セ
ル ２ 、 ３ 、 ６ 、 ７ 間 に 形 成 さ れ る 空 気 層 の 数 が 増 え る た め 、 透 明 基 板 １ と 前 記 空 気 層 の 界
面 の 反 射 に よ る 偏 光 解 消 の 影 響 が 大 き く な る こ と 、 ま た 、 微 細 な 液 晶 配 向 乱 れ の 光 漏 れ が
積 層 数 の 増 加 に 伴 っ て 増 加 す る こ と を 要 因 と し て 、 コ ン ト ラ ス ト が 低 下 す る こ と が わ か っ
た 。 特 に 、 多 層 に 液 晶 セ ル を 配 設 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て は コ ン ト ラ ス ト の 低 下 が 特 に
著 し く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 積 層 さ せ た ３ 枚 の 液 晶 セ ル を 表 示 パ ネ ル と し て 駆 動 さ せ て 実 質 的 な
表 示 領 域 を 拡 張 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 良 好 な コ ン ト ラ ス ト と 視 認 性 を 得 る こ と の で
き る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 特 徴 は 、 視 認 側 か ら の 積 層 順 に
お け る 第 １ 層 と 第 ２ 層 、 第 ３ 層 と 第 ４ 層 を そ れ ぞ れ 光 学 補 償 可 能 に 組 み 合 わ せ て な り 、 前
記 第 １ 層 乃 至 第 ４ 層 の う ち の い ず れ か １ 層 を 位 相 差 フ ィ ル ム で 構 成 し 、 他 の ３ 層 を そ れ ぞ
れ 一 対 の 透 明 基 板 間 に 液 晶 を 封 止 し て 所 望 の 情 報 を 表 示 可 能 と さ れ た 液 晶 セ ル で 構 成 す る
点 に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 前 記 位 相 差 フ ィ ル ム と 組 み 合 わ
せ た 液 晶 セ ル に お い て は 、 所 望 の 情 報 の 表 示 時 に 、 組 み 合 わ せ ら れ た 前 記 位 相 差 フ ィ ル ム
に よ っ て 光 学 補 償 を 行 う こ と で 、 着 色 化 現 象 を 解 消 さ せ て 良 好 な コ ン ト ラ ス ト を 得 る こ と
が で き 、 互 い に 組 み 合 わ せ ら れ た ２ 枚 の 液 晶 セ ル に お い て は 、 そ れ ぞ れ に お け る 所 望 の 情
報 の 表 示 時 に 、 対 と な っ て い る 液 晶 セ ル に よ っ て 光 学 補 償 を 行 う こ と で 、 着 色 化 現 象 を 解
消 さ せ て 良 好 な コ ン ト ラ ス ト を 得 る こ と が で き る 。 な お 、 光 学 補 償 は 、 位 相 差 値 、 配 向 の
ね じ れ 方 向 と 角 度 、 波 長 分 散 等 に つ い て 公 知 の よ う に 配 慮 す る こ と で 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 記 第 ２ 層 に お け る 反 視 認 側 に 配 設 さ れ る 配 向 軸 と 第
３ 層 に お け る 視 認 側 に 配 設 さ れ る 配 向 軸 と の 公 差 角 が ９ ０ ° ± １ ０ ° と な る よ う に 配 設 さ
れ て い る こ と を 別 の 特 徴 点 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 前 記 第 ２ 層 の 反 視 認 側 に 配 設 さ れ る 配 向 軸 と 第 ３ 層 の
視 認 側 に 配 設 さ れ る 配 向 軸 の 公 差 角 を 若 干 ず ら す こ と に よ り 、 コ ン ト ラ ス ト の 低 下 の 問 題
を 改 善 す る こ と が 可 能 と な る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-206253 A 2007.8.16



【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 記 第 １ 層 の 視 認 側 お よ び 第 ４ 層 の 反 視 認 側 に は そ
れ ぞ れ 偏 光 板 が 配 設 さ れ て お り 、 前 記 位 相 差 フ ィ ル ム は 前 記 第 １ 層 あ る い は 第 ４ 層 を 構 成
し 、 隣 位 に 配 設 さ れ た 前 記 偏 光 板 と 一 体 に 形 成 さ れ て い る こ と を 別 の 特 徴 点 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 有 す る 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 薄 膜 の 位 相 差 フ ィ ル ム を 偏 光
板 と 一 体 に し て 取 り 扱 う こ と が 可 能 と な る の で 、 取 り 扱 い 性 、 組 立 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ
と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 平 均 的 、 全 体 的 に コ ン ト ラ ス ト も 良 好
で 、 背 景 色 変 化 の 角 度 依 存 性 も 小 さ く 、 視 認 性 が 優 れ る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 図 １
に 示 す 液 晶 表 示 装 置 に お け る （ ａ ） 第 １ 偏 光 板 の 吸 収 軸 、 （ ｂ ） 第 １ 層 の 液 晶 セ ル の 視 認
側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｃ ） 第 ２ 層 の 液 晶 セ ル の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、
（ ｄ ） 第 ３ 層 の 液 晶 セ ル の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｅ ） 位 相 差 フ ィ ル ム の 視 認
側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｆ ） 第 ２ 偏 光 板 の 吸 収 軸 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 積 層 さ せ た ３ 枚 の 液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ を 表 示 パ ネ ル と し
て 駆 動 さ せ る 構 成 を 有 す る Ｔ Ｎ 型 の 液 晶 表 示 装 置 で あ り 、 視 認 側 か ら の 積 層 順 に 第 １ 層 乃
至 第 ４ 層 と し た 場 合 の 前 記 第 １ 層 乃 至 第 ３ 層 に 、 一 対 の 透 明 基 板 １ 、 １ 間 に 液 晶 を 封 入 し
て 所 望 の 情 報 を 表 示 可 能 と さ れ た 液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ が 配 設 さ れ て お り 、 第 ４ 層 に ９ ０ °
ね じ れ 位 相 差 板 で あ る 位 相 差 フ ィ ル ム ８ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 視 認 側 か ら の 積 層 順 に お け る 第 １ 層 に 配 設 さ れ た 液 晶 セ ル ２ と 第 ２ 層 に 配 設 さ れ た 液 晶
セ ル ３ は 、 第 １ セ ッ ト と し て 、 互 い に 所 望 の 表 示 と 光 学 補 償 が な さ れ る よ う に 構 成 さ れ て
お り 、 第 ３ 層 に 配 設 さ れ た 液 晶 セ ル ６ と 第 ４ 層 に 配 設 さ れ た 位 相 差 フ ィ ル ム ８ は 、 第 ２ セ
ッ ト と し て 、 第 ３ 層 に 配 設 さ れ た 液 晶 セ ル ６ を 用 い た 表 示 と 、 第 ４ 層 に 配 設 さ れ た 位 相 差
フ ィ ル ム ８ に よ る 光 学 補 償 が な さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 す な わ ち 、 ２ 枚 の 液 晶 セ ル ２ 、 ３ を 備 え た 第 １ セ ッ ト に お い て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、
両 液 晶 セ ル ２ 、 ３ を 、 そ れ ぞ れ に 封 止 さ れ た ９ ０ ° の ツ イ ス ト 角 を 有 す る 液 晶 の ね じ れ 配
向 を 逆 方 向 と し 、 互 い に 対 向 す る 側 に 配 設 さ れ る 配 向 膜 の 配 向 軸 が 直 交 す る よ う に し て 配
置 さ れ 、 両 面 粘 着 テ ー プ 等 の 貼 付 部 材 に よ り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 前 記 光 学 補 償 用 の 位 相 差 フ ィ ル ム ８ を 備 え た 前 記 第 ２ セ ッ ト に お い て は 、 一 対 の
透 明 基 板 間 に ９ ０ ° の ツ イ ス ト 角 を 有 す る 液 晶 を 封 止 さ せ た 液 晶 セ ル ６ と 、 前 記 液 晶 セ ル
６ と 逆 方 向 の ね じ れ 配 向 を 有 す る 位 相 差 フ ィ ル ム ８ と を 、 互 い に 対 向 す る 側 に 配 設 さ れ る
配 向 膜 の 配 向 軸 が 直 交 す る よ う に し て 配 置 さ れ 、 両 面 粘 着 テ ー プ 等 の 貼 付 部 材 に よ り 固 定
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 前 記 液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ は ２ 枚 の 透 明 基 板 １ 、 １ を 有 し て お り 、 前 記 ２ 枚 の 透
明 基 板 １ 、 １ の 互 い に 対 向 す る 面 に は 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ ） 等 か ら な る 透 明 電
極 （ 図 示 せ ず ） が 積 層 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら の 透 明 電 極 に よ り 印 加 さ れ る 電 圧 に よ っ て
前 記 液 晶 ３ の 配 列 方 向 が 制 御 さ れ る よ う に な っ て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 ３ 枚 の
液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ に 形 成 さ れ た 透 明 電 極 は 、 前 記 第 １ 層 を 構 成 す る 液 晶 セ ル ２ か ら 順 に
、 図 ６ （ ａ ） 乃 至 図 ６ （ ｃ ） の 表 示 パ タ ー ン の 表 示 を 可 能 と す る 電 極 パ タ ー ン と さ れ て い
る 。 そ し て 、 前 記 透 明 電 極 が 形 成 さ れ た 前 記 透 明 基 板 １ 、 １ の 互 い に 対 向 す る 面 に は 、 各
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透 明 電 極 間 で 前 記 液 晶 ３ を 一 定 の ね じ れ 形 態 に て 配 列 さ せ る よ う に 表 面 に ラ ビ ン グ 処 理 が
施 さ れ た 配 向 膜 （ 図 示 せ ず ） が 積 層 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 一 方 の 透 明 基 板 ３ の 周 辺 部
に 貼 付 部 材 （ 図 示 せ ず ） を 塗 布 す る と と も に 、 こ の 貼 付 部 材 に 囲 ま れ た 面 内 に 各 透 明 基 板
１ 、 １ の 間 隙 を 調 整 す る た め の ス ペ ー サ （ 図 示 せ ず ） を 均 一 に 散 布 し た 状 態 で 各 透 明 基 板
１ 、 １ を 貼 り 合 わ せ 、 前 記 ２ 枚 の 透 明 基 板 １ 、 １ と 貼 付 部 材 と に よ り 囲 繞 さ れ た 空 間 内 に
、 ９ ０ ° の ツ イ ス ト 角 を 有 す る ネ マ チ ッ ク 液 晶 ３ が （ 以 下 、 単 に 液 晶 と い う 。 ） 封 止 さ れ
た 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 前 記 位 相 差 フ ィ ル ム ８ は 、 前 記 表 示 用 の 液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ に 封 止 さ れ た 液 晶 ３
の ツ イ ス ト 角 と 同 じ ９ ０ ° で ツ イ ス ト し 、 か つ 、 同 一 値 の 複 屈 折 率 と な る よ う に 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 前 記 第 １ セ ッ ト と 第 ２ セ ッ ト は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 第 ２ 層 の 液 晶 セ ル ３
の 反 視 認 側 に 配 設 さ れ る 配 向 軸 と 第 ３ 層 の 液 晶 セ ル ６ の 視 認 側 に 配 設 さ れ る 配 向 軸 と の 公
差 角 が ９ ０ ° と な る よ う に 、 す な わ ち 、 相 対 向 す る 配 向 軸 を 直 交 さ せ て 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ 層 の 液 晶 セ ル ２ の 視 認 側 お よ び 第 ４ 層 の 位 相 差 フ ィ ル ム ８ の 反 視 認 側 に
は 、 前 記 両 セ ッ ト を 挟 持 す る よ う に し て そ れ ぞ れ 第 １ 偏 光 板 ５ ａ 、 第 ２ 偏 光 板 ５ ｂ が 配 設
さ れ て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 ４ 層 の 位 相 差 フ ィ ル ム ８ は 、 液 晶 表 示 装 置 の
反 視 認 側 に 配 設 さ れ た 偏 光 板 ５ ｂ と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 薄 膜 の 位 相 差 フ
ィ ル ム ８ を 偏 光 板 ５ ｂ と 一 体 に す る と 、 取 り 扱 う こ と が 簡 便 と な り 、 組 立 作 業 性 を 向 上 さ
せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 前 記 第 ２ 偏 光 板 ５ ｂ の 反 視 認 側 に は 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト （ 図 示 せ ず ） が 配
設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 例 え ば 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す
表 示 パ タ ー ン を 表 示 す る と き 、 第 １ 層 の 液 晶 セ ル ２ に 通 電 し て 表 示 パ ネ ル と し て 機 能 さ せ
る 。 そ の 際 、 第 １ 層 の 液 晶 セ ル ２ と 一 対 と さ れ た 第 ２ 層 の 液 晶 セ ル ３ を 光 学 補 償 パ ネ ル と
し て 機 能 さ せ る 。 同 様 に 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す 表 示 パ タ ー ン を 表 示 す る と き 、 第 ２ 層 の 液 晶
セ ル ３ に 通 電 し て 表 示 パ ネ ル と し て 機 能 さ せ る 。 そ の 際 、 第 ２ 層 の 液 晶 セ ル ３ と 一 対 と さ
れ た 第 １ 層 の 液 晶 セ ル ２ を 光 学 補 償 パ ネ ル と し て 機 能 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 第 １ セ ッ ト に お い て は 、 ２ 枚 の 液 晶 セ ル ２ 、 ３ が 、 互 い に 所 望 の 情 報 の 表
示 を 行 な う 表 示 パ ネ ル 、 光 学 補 償 を 実 現 す る 光 学 補 償 パ ネ ル と し て 機 能 す る こ と で 、 着 色
化 現 象 を 解 消 さ せ て 良 好 な コ ン ト ラ ス ト を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す 表 示 パ タ ー ン を 表 示 す る と き 、 第 ３ 層 の 液 晶 セ ル ６ に 通 電 し て
表 示 パ ネ ル と し て 機 能 さ せ る 。 そ の 際 、 第 ３ 層 の 液 晶 セ ル ６ と 一 対 と さ れ た 第 ４ 層 の 位 相
差 フ ィ ル ム ８ を 光 学 補 償 用 フ ィ ル ム と し て 機 能 さ せ る 。 こ の よ う に 、 前 記 第 ２ セ ッ ト に お
い て は 、 前 記 液 晶 セ ル ６ の 所 望 の 情 報 の 表 示 時 に 、 前 記 位 相 差 フ ィ ル ム ８ に よ っ て 光 学 補
償 を 実 現 す る こ と で 、 着 色 化 現 象 を 解 消 さ せ て 良 好 な コ ン ト ラ ス ト を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の コ ン ト ラ ス ト 変 化 に 関 す る 効 果 に つ い て 、 前 述 し
た 従 来 の 構 成 の 液 晶 表 示 装 置 と 比 較 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 以 下 に お い て 、 表 示 パ ネ ル と し て の 液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ 、 光 学 補 償 パ ネ ル と し て
の 液 晶 セ ル ７ の 基 本 的 な 構 成 は 前 述 の 通 り と す る 。 ま た 、 各 液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ 、 ７ に 封
止 さ れ て い る 液 晶 は 、 ツ イ ス ト 角 を ９ ０ ° と し 、 各 液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ 、 ７ の 対 と な る 液
晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ 、 ７ と の 組 み 合 わ せ に よ り 、 ね じ れ 配 向 の 方 向 を 調 整 さ れ て お り 、 対 と
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な る 液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ 、 ７ に は 逆 方 向 の ね じ れ 配 向 の 液 晶 が 用 い ら れ る こ と で 光 学 補 償
が 担 保 さ れ て い る も の と す る 。 な お 、 液 晶 の 光 学 補 償 を 実 現 す る た め の そ の 他 の 条 件 、 例
え ば 、 転 移 温 度 Ｔ ｃ や 位 相 差 値 （ Δ ｎ Ｌ Ｃ ・ ｄ Ｌ Ｃ ） に つ い て も 、 適 宜 調 整 さ れ て い る も
の と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ は 、 比 較 例 １ と し て の 、 前 述 し た 図 ７ に 示 す 従 来 の ダ ブ ル ア ク テ ィ ブ 法 の 液 晶 表 示
装 置 に お け る （ ａ ） 第 １ 偏 光 板 ５ ａ の 吸 収 軸 、 （ ｂ ） 第 １ 層 の 液 晶 セ ル ２ の 視 認 側 お よ び
反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｃ ） 第 ２ 層 の 液 晶 セ ル ３ の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｄ ）
第 ２ 偏 光 板 ５ ｂ の 吸 収 軸 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 図 ４ は 、 比 較 例 ２ と し て の 、 図 ８ に 示 す 前 述 の 光 学 補 償 パ ネ ル ７ を 有 す る 液 晶 表
示 装 置 に お け る （ ａ ） 第 １ 偏 光 板 ５ ａ の 吸 収 軸 、 （ ｂ ） 第 １ 層 の 液 晶 セ ル ２ の 視 認 側 お よ
び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｃ ） 第 ２ 層 の 液 晶 セ ル ３ の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｄ
） 第 ３ 層 の 液 晶 セ ル ６ の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｅ ） 光 学 補 償 パ ネ ル ７ と し て
の 第 ４ 層 の 液 晶 セ ル ７ の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｆ ） 第 ２ 偏 光 板 ５ ｂ の 吸 収 軸
を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 （ 実 施 例 １ ） 、 比 較 例 １ の 液 晶 表 示 装 置 お よ び 比 較
例 ２ の 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 、 同 じ 室 温 環 境 に お い て 、 ５ Ｖ 、 １ ０ ０ Ｈ ｚ で ス
タ テ ィ ッ ク 駆 動 さ せ 、 そ れ ぞ れ を 正 面 （ 液 晶 表 示 素 子 の 表 示 面 の 法 線 か ら の 傾 き 角 θ と し
た 場 合 の θ ＝ ０ ° ） か ら 視 認 し た 場 合 の コ ン ト ラ ス ト を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 表 １ は 、 そ の コ ン ト ラ ス ト 測 定 結 果 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 測 定 結 果 か ら わ か る よ う に 、 ２ 枚 の 表 示 パ タ ー ン を 表 示 可 能 と す る 比 較 例 １ の ダ ブ
ル ア ク テ ィ ブ 法 の 液 晶 表 示 装 置 が 、 コ ン ト ラ ス ト で は 最 も 優 れ た 結 果 を 残 し て い る 。 し か
し な が ら 、 ３ 枚 の 表 示 パ タ ー ン を 表 示 可 能 と す る 実 施 例 １ と 比 較 例 ２ の 液 晶 表 示 装 置 に お
い て は 、 ３ 枚 の 液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ と １ 枚 の 光 学 補 償 パ ネ ル ７ と を 有 す る 構 成 で あ る 比 較
例 ２ の 液 晶 表 示 装 置 の コ ン ト ラ ス ト は ２ ６ ： １ で あ る の に 対 し 、 ３ 枚 の 液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、
６ と １ 枚 の 位 相 差 フ ィ ル ム ８ と を 有 す る 構 成 で あ る 実 施 例 １ の 液 晶 表 示 装 置 の コ ン ト ラ ス
ト は ５ ４ ： １ で あ り 、 倍 以 上 の 良 好 な コ ン ト ラ ス ト を 得 る こ と が で き た 。 な お 、 ５ ０ ： １
以 上 の コ ン ト ラ ス ト で あ れ ば 、 見 栄 え に お い て １ ０ ０ ： １ と 大 差 が な く 、 液 晶 表 示 装 置 の
コ ン ト ラ ス ト と し て は 、 ５ ０ ： １ 以 上 の コ ン ト ラ ス ト で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 第 １ 実 施 形 態 の 構 成 で は 、 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 （ ＝ 配 向 軸 方 向 ）
は 屈 折 率 が 大 き く な る 傾 向 が あ る 。 例 え ば 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 面 の
３ 時 － ９ 時 方 向 に 配 向 軸 を 延 在 さ せ た Ｔ Ｎ 型 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 屈 折 率 が 大 き く な
る 方 向 へ 視 角 を 振 っ た 場 合 、 つ ま り 、 配 向 軸 が 延 在 す る ３ 時 － ９ 時 方 向 に お い て 表 示 面 の
法 線 か ら 傾 倒 さ せ た 点 （ 液 晶 表 示 素 子 の 表 示 面 の 法 線 か ら の 傾 き 角 を θ と す る ） か ら 視 認
し た 場 合 、 コ ン ト ラ ス ト が 低 下 す る と い う 問 題 が 新 た に 生 じ 、 屈 折 率 が 大 き く な る 方 向 を
第 １ セ ッ ト と 、 第 ２ セ ッ ト で ず ら す こ と を さ ら に 検 討 し た 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る （ ａ ） 第 １ 偏 光 板 ５ ａ の 吸 収 軸
、 （ ｂ ） 第 １ 層 の 液 晶 セ ル ２ の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｃ ） 第 ２ 層 の 液 晶 セ ル
３ の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｄ ） 第 ３ 層 の 液 晶 セ ル ６ の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側
の 配 向 軸 、 （ ｅ ） 第 ４ 層 の 位 相 差 フ ィ ル ム ８ の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｆ ） 第
２ 偏 光 板 ５ ｂ の 吸 収 軸 を 示 し て い る 。 な お 、 第 ２ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る 概 略 断
面 構 造 は 、 図 １ に 示 す 概 略 断 面 構 造 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 （ 実 施 例 ２ ） は 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 （ 実 施
例 １ ） と 、 第 １ セ ッ ト を 構 成 す る 第 ２ 層 の 液 晶 セ ル ３ の 反 視 認 側 に 配 設 さ れ る 配 向 軸 と 、
第 ２ セ ッ ト を 構 成 す る 第 ３ 層 の 液 晶 セ ル ６ の 視 認 側 に 配 設 さ れ る 配 向 軸 と の 公 差 角 は ９ ０
° か ら 特 定 角 度 ず ら し て 配 設 さ れ て い る 点 の み を 異 な ら せ て い る 。 前 記 特 定 角 度 は １ ０ °
以 内 で あ っ て 、 特 に ３ ° ～ ７ ° ず ら す こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ し て 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 （ 実 施 例 １ ） 、 比 較 例 １ の 液 晶 表 示 装 置 お よ び 比 較
例 ２ の 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 、 同 じ 室 温 環 境 に お い て 、 ５ Ｖ 、 １ ０ ０ Ｈ ｚ で ス
タ テ ィ ッ ク 駆 動 さ せ 、 そ れ ぞ れ を 正 面 か ら 視 認 し た 場 合 の コ ン ト ラ ス ト 、 お よ び 、 液 晶 表
示 装 置 の 表 示 面 の ９ 時 方 向 で あ っ て 、 θ ＝ ３ ０ ° の 視 点 か ら の コ ン ト ラ ス ト を 測 定 し た 。
表 ２ は 、 そ の コ ン ト ラ ス ト 測 定 結 果 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 測 定 結 果 か ら わ か る よ う に 、 ２ 枚 の 表 示 パ タ ー ン を 表 示 可 能 と す る 比 較 例 １ の ダ ブ
ル ア ク テ ィ ブ 法 の 液 晶 表 示 装 置 が 、 正 面 か ら の コ ン ト ラ ス ト 、 お よ び 液 晶 表 示 装 置 の 表 示
面 の ９ 時 方 向 で あ っ て 、 θ ＝ ３ ０ ° の 視 点 か ら の コ ン ト ラ ス ト の 双 方 に お い て 優 れ た 結 果
を 残 し て い る 。 し か し な が ら 、 ３ 枚 の 表 示 パ タ ー ン を 表 示 可 能 と す る 実 施 例 １ と 実 施 例 ２
の 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 正 面 か ら の 視 認 の コ ン ト ラ ス ト は 、 実 施 例 １ の 液 晶 表 示 装 置
が ５ ４ ： １ で あ る の に 対 し 、 実 施 例 ２ の 液 晶 表 示 装 置 が ３ ９ ： １ と 、 実 施 例 １ の 液 晶 表 示
装 置 の コ ン ト ラ ス ト が 優 る の に 対 し 、 視 点 を θ ３ ０ ° ほ ど ９ 時 方 向 に 振 っ た 場 合 に は 、 実
施 例 １ の 液 晶 表 示 装 置 が ８ ： １ で あ る の に 対 し 、 実 施 例 ２ の 液 晶 表 示 装 置 が １ ３ ： １ で あ
り 、 実 施 例 ２ の 液 晶 表 示 装 置 が 優 る こ と が わ か っ た 。 こ の 実 施 例 ２ の 液 晶 表 示 装 置 の ９ 時
方 向 、 θ ＝ ３ ０ ° の 視 点 か ら の コ ン ト ラ ス ト の 数 値 で あ る １ ３ ： １ は 、 比 較 例 １ の 液 晶 表
示 装 置 の ９ 時 方 向 、 θ ＝ ３ ０ ° の 視 点 か ら の コ ン ト ラ ス ト の 数 値 と 同 じ で あ り 、 前 記 第 ２
層 の 液 晶 セ ル ３ の 反 視 認 側 に 配 設 さ れ る 配 向 軸 と 第 ３ 層 の 液 晶 セ ル ６ の 視 認 側 に 配 設 さ れ
る 配 向 軸 の 公 差 角 を 若 干 ず ら す こ と に よ っ て コ ン ト ラ ス ト の 低 下 の 問 題 を 改 善 す る こ と が
実 証 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う に 、 積 層 さ せ た ３ 枚 の 液 晶 セ ル ２ 、 ３ 、 ６ を 表 示 パ ネ ル と し て 駆 動 さ せ て 実 質
的 な 表 示 領 域 を 拡 張 す る 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て も 、 良 好 な コ ン ト ラ ス ト と 視 認 性
を 得 る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 前 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 必 要 に 応 じ て 種 々 の
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変 更 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 例 え ば 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 前 記 光 学 補 償 機 能 を 有 す る 位 相 差 フ ィ ル ム を 第 ４ 層 に
配 設 し た 場 合 を 以 て 説 明 し た が 、 こ の 位 相 差 フ ィ ル ム は 、 第 １ 層 乃 至 第 ４ 層 の い ず れ に 配
設 し て も よ い 。 第 １ 層 に 配 設 し た 場 合 に は 、 そ の 視 認 側 に 配 設 さ れ る 偏 光 板 と 一 体 に 形 成
す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 前 記 表 示 パ タ ー ン を ネ ガ 表 示 と す る 液 晶 表 示 装 置 に つ い
て 説 明 し て い る が 、 ポ ジ 表 示 の 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 構 造 断 面 図
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る （ ａ ） 第 １ 偏 光 板 の 吸 収 軸 、 （ ｂ ） 第 １ 層
の 液 晶 セ ル の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｃ ） 第 ２ 層 の 液 晶 セ ル の 視 認 側 お よ び 反
視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｄ ） 第 ３ 層 の 液 晶 セ ル の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｅ ） 位 相
差 フ ィ ル ム の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｆ ） 第 ２ 偏 光 板 の 吸 収 軸 を 示 す 図
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 に 対 す る 比 較 例 １ と し て の 液 晶 表 示 装 置 （ 図 ７ に 示
す ） に お け る （ ａ ） 第 １ 偏 光 板 ５ ａ の 吸 収 軸 、 （ ｂ ） 第 １ 層 の 液 晶 セ ル ２ の 視 認 側 お よ び
反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｃ ） 第 ２ 層 の 液 晶 セ ル ３ の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｄ ）
第 ２ 偏 光 板 ５ ｂ の 吸 収 軸 を 示 す 図
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 に 対 す る 比 較 例 ２ と し て の 液 晶 表 示 装 置 （ 図 ８ に 示
す ） の （ ａ ） 第 １ 偏 光 板 ５ ａ の 吸 収 軸 、 （ ｂ ） 第 １ 層 の 液 晶 セ ル ２ の 視 認 側 お よ び 反 視 認
側 の 配 向 軸 、 （ ｃ ） 第 ２ 層 の 液 晶 セ ル ３ の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｄ ） 第 ３ 層
の 液 晶 セ ル ６ の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｅ ） 光 学 補 償 パ ネ ル ７ と し て の 第 ４ 層
の 液 晶 セ ル ７ の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｆ ） 第 ２ 偏 光 板 ５ ｂ の 吸 収 軸 を 示 す 図
【 図 ５ 】 図 １ の 液 晶 表 示 装 置 に お け る （ ａ ） 第 １ 偏 光 板 の 吸 収 軸 、 （ ｂ ） 第 １ 層 の 液 晶 セ
ル の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｃ ） 第 ２ 層 の 液 晶 セ ル の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の
配 向 軸 、 （ ｄ ） 第 ３ 層 の 液 晶 セ ル の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｅ ） 位 相 差 フ ィ ル
ム の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｆ ） 第 ２ 偏 光 板 の 吸 収 軸 を 示 す 図
【 図 ６ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る （ ａ ） 第 １ 偏 光 板 ５ ａ の 吸 収 軸 、 （ ｂ ） 第
１ 層 の 液 晶 セ ル ２ の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｃ ） 第 ２ 層 の 液 晶 セ ル ３ の 視 認 側
お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｄ ） 第 ３ 層 の 液 晶 セ ル ６ の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、
（ ｅ ） 第 ４ 層 の 位 相 差 フ ィ ル ム ８ の 視 認 側 お よ び 反 視 認 側 の 配 向 軸 、 （ ｆ ） 第 ２ 偏 光 板 ５
ｂ の 吸 収 軸 を 示 す 図
【 図 ７ 】 従 来 の ダ ブ ル ア ク テ ィ ブ 法 の 液 晶 表 示 装 置 （ 比 較 例 １ ） の 概 略 構 造 断 面 図
【 図 ８ 】 ３ 枚 の 液 晶 セ ル を 表 示 パ ネ ル お よ び 光 学 補 償 パ ネ ル と し て 機 能 さ せ 、 １ 枚 の 液 晶
セ ル を 光 学 補 償 パ ネ ル と し て の み 機 能 さ せ る 構 成 の 液 晶 表 示 装 置 （ 比 較 例 ２ ） の 概 略 構 造
断 面 図
【 図 ９ 】 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 面 断 面 と 視 角 に お け る コ ン ト ラ ス ト の 良 否 を 示 す 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ 　 透 明 基 板
　 ２ 　 （ 第 １ 層 の ） 液 晶 セ ル
　 ３ 　 （ 第 ２ 層 の ） 液 晶 セ ル
　 ４ 　 貼 付 部 材
　 ５ ａ 　 第 １ 偏 光 板
　 ５ ｂ 　 第 ２ 偏 光 板
　 ６ 　 （ 第 ３ 層 の ） 液 晶 セ ル
　 ７ 　 （ 第 ４ 層 の ） 液 晶 セ ル
　 ８ 　 位 相 差 フ ィ ル ム
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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/RA05 2H089/TA01 2H089/TA02 2H089/TA04 2H089/TA14 2H089/TA15 2H089/TA18 2H091/FA11X 
2H091/FA11Z 2H091/GA01 2H091/GA08 2H091/HA07 2H091/LA16 2H091/LA17 2H149/AA02 2H149
/AB05 2H149/BA02 2H149/DA02 2H149/DA12 2H149/EA02 2H189/AA25 2H189/AA29 2H189/AA32 
2H189/AA64 2H189/CA36 2H189/HA12 2H189/HA16 2H189/JA05 2H189/KA18 2H189/LA05 2H189
/LA16 2H189/LA17 2H191/FA22X 2H191/FA22Z 2H191/FA30X 2H191/FA30Z 2H191/FA98Z 2H191
/FC17 2H191/FD09 2H191/FD10 2H191/FD12 2H191/FD35 2H191/GA05 2H191/GA23 2H191/HA06 
2H191/KA04 2H191/LA13 2H191/LA15 2H191/LA22 2H191/LA27 2H191/MA03 2H191/PA62 2H291
/FA22X 2H291/FA22Z 2H291/FA30X 2H291/FA30Z 2H291/FA98Z 2H291/FC17 2H291/FD09 2H291
/FD10 2H291/FD12 2H291/FD35 2H291/GA05 2H291/GA23 2H291/HA06 2H291/KA04 2H291/LA13 
2H291/LA15 2H291/LA22 2H291/LA27 2H291/MA03 2H291/PA62

代理人(译) 伊藤 高英
铃木武
矶田四郎

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够获得令人满意的对比度和可视性的液晶显
示装置。 ŽSOLUTION：当从视觉确认侧依次组合第一，第二，第三和
第四层以使得光学补偿成为可能时，第一至第四层中的任何一层由相位
差膜8构成，并且其他三层是由液晶单元2,3和6构成，在每个液晶单元
中，液晶被密封在一对透明基板1和1之间，从而可以显示所需信息。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/2c408255-f193-4665-b586-efd3e67f1a91
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038485795/publication/JP2007206253A?q=JP2007206253A

